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○
告
　
　
　
　
　
示

大
分
県
告
示
第
二
百
五
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

集
落
基
盤
整
備
事
業
宇
佐
西
部
地
区
清
水
工
区
の
換
地
処
分
を
し
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

区
域
を
変
更
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
一
月
一
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
一
日

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

九
州
凸
版
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

道
路
の
種
類

及
び
路
線
名

区　
　

間

区
域
変
更

前

後

別

敷
地
の
幅
員

延　
　

長

備
考

一
般
国
道
二

一
三
号

杵
築
市
大
字
猪
尾
字
中
道
四

八
二
番
一
地
先
か
ら

杵
築
市
大
字
猪
尾
字
中
道
一

九
九
番
一
地
先
ま
で

前

Ａ

メ
ー
ト
ル

五
四
・
〇

　

～
一
六
・
〇

メ
ー
ト
ル

三
三
二
・
〇

上
記
Ａ

及
び
Ｂ

は
、
関

係
図
面

に
表
示

す
る
敷

地
の
区

分
を
い

う
。

後

Ａ

五
四
・
〇

　

～
一
六
・
〇

三
三
二
・
〇

Ｂ

三
六
・
五

　

～
一
八
・
〇

三
三
二
・
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
六
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
一
月
一
日
か
ら
二
週
間
大
分
県
土
木
建
築
部
道
路
保
全
課
に
備
え
置
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

供　

用　

開　

始　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道
二
一
三
号

杵
築
市
大
字
猪
尾
字
中
道
四
八
二
番
一
地
先
か
ら

杵
築
市
大
字
猪
尾
字
中
道
一
九
九
番
一
地
先
ま
で

令
元　

・
一
一
・　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
六
十
一
号

　

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
つ
い

て
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
六
条
の
十
五
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
開
の
聴
聞
を
行
う
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
一
日　

一



令
和
元
年
十
一
月
一
日

二

大
分
県
報
（
告
示
・
公
告
）

役　

名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

理　

事

三
　

浦
　

教
　

人

国
東
市
武
蔵
町
丸
小
野
四
九
三
番
地

〃

長
　

廣
　

光
　

男

　

〃　

武
蔵
町
丸
小
野
一
七
一
六
番
地
二

〃

元
　

永
　

土
　

人

　

〃　

武
蔵
町
麻
田
二
〇
八
五
番
地
二

〃

菅
　

田
　

純
　

一

　

〃　

武
蔵
町
麻
田
七
六
一
番
地
一

〃

四
　

丸
　

　

　

德

　

〃　

武
蔵
町
狭
間
四
四
番
地

〃

竹

田

津
　

和
　

儀

　

〃　

武
蔵
町
吉
広
一
四
一
三
番
地
二

〃

末
　

綱
　

藤
　

美

　

〃　

武
蔵
町
吉
広
三
一
九
番
地
一

〃

平
　

塚
　

一
　

光

　

〃　

武
蔵
町
手
野
一
四
三
四
番
地
一

〃

藤
　

嶋
　

英
　

好

　

〃　

武
蔵
町
手
野
一
九
四
二
番
地

〃

厚
　

田
　

庄

治

郞

　

〃　

武
蔵
町
成
吉
七
〇
二
番
地

〃

林
　

　

　

志

津

夫

　

〃　

武
蔵
町
志
和
利
二
六
番
地

〃

瀧
　

口
　

睦
　

雄

　

〃　

武
蔵
町
三
井
寺
八
一
〇
番
地

〃

大
　

塚
　

金
　

治

　

〃　

武
蔵
町
内
田
五
九
〇
番
地

〃

本
　

田
　

幸
　

一

　

〃　

武
蔵
町
池
ノ
内
三
九
八
番
地

〃

末
　

清
　

源
　

一

　

〃　

武
蔵
町
糸
原
二
二
六
八
番
地
一

〃

園
　

田
　

　

　

隆

　

〃　

武
蔵
町
糸
原
一
六
八
二
番
地

〃

成
　

原
　

美
　

治

　

〃　

武
蔵
町
小
城
三
三
〇
番
地
一

監　

事

髙
　

井
　

利
　

則

　

〃　

武
蔵
町
麻
田
七
六
七
番
地

〃

厚
　

田
　

博
　

士

　

〃　

武
蔵
町
成
吉
六
八
三
番
地

〃

辻
　

　

　

榮
　

一

　

〃　

武
蔵
町
糸
原
一
四
八
九
番
地

　

（
就
任
役
員
）

役　

名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

日　
　

時　

令
和
元
年
十
一
月
十
一
日
（
月
）　

午
後
四
時

二　

場　
　

所　

大
分
市
府
内
町
三
丁
目
十
番
一
号　

大
分
県
庁
舎
別
館
八
階　

八
一
会
議
室

三　

被
聴
聞
者

　

１　

商　
　
　
　

号　

上
村
不
動
産
株
式
会
社

　

２　

代

表

者

氏

名　

代
表
取
締
役　

上　

村　

耕　

司

　

３　

主
た
る
事
務
所　

大
分
県
大
分
市
弁
天
一
丁
目
五
番
十
七
号
ト
ラ
ン
プ
ビ
ル
弁
天

　

４　

免

許

番

号　

大
分
県
知
事
（
二
）
第
三
千
三
十
八
号

　

５　

免

許

年

月

日　

平
成
二
十
八
年
八
月
二
日

○
公
　
　
　
　
　
告

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
明
正
土
地

改
良
区
（
豊
後
大
野
市
）
か
ら
、
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出

が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

　

（
退
任
役
員
）

役　

名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

監　

事

河
　

原
　

正
　

六

豊
後
大
野
市
緒
方
町
鮒
川
二
〇
九
五
番
地

　

（
就
任
役
員
）

役　

名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

監　

事

西
　

　

　

幸
　

德

豊
後
大
野
市
緒
方
町
鮒
川
一
四
七
四
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
武
蔵
町
第

一
土
地
改
良
区
（
国
東
市
）
か
ら
、
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届

出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

　

（
退
任
役
員
）



令
和
元
年
十
一
月
一
日

大
分
県
報
（
公
告
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞

　

（
退
任
役
員
）

役　

名

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

理　

事

日
　

髙
　

勝
　

利

日
田
市
田
島
二
丁
目
一
二
番
四
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
中
津
市
長
か
ら
公
共
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

作
業
の
種
類　

　
　

公
共
測
量
（
デ
ジ
タ
ル
航
空
写
真
撮
影
）

二　

作
業
の
地
域　

　
　

中
津
市

三　

作
業
の
期
間

　
　

令
和
元
年
十
月
二
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
九
州
農
政
局
西
国
東
海
岸
保
全
事
業
所
長
か
ら
公
共
測
量
の
実
施
に
つ
い

て
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

作
業
の
種
類　

　
　

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
、
路
線
測
量
、
現
地
測
量
）

二　

作
業
の
地
域　

　
　

豊
後
高
田
市
呉
崎
地
内

三　

作
業
の
期
間

　
　

令
和
元
年
十
月
九
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
十
四
日
ま
で

理　

事

岩
　

本
　

明
　

弘

国
東
市
武
蔵
町
丸
小
野
一
三
四
七
番
地

〃

橋
　

下
　

義
　

生

　

〃　

武
蔵
町
丸
小
野
一
九
三
〇
番
地

〃

元
　

永
　

土
　

人

　

〃　

武
蔵
町
麻
田
二
〇
八
五
番
地
二

〃

井
　

平
　

直
　

人

　

〃　

武
蔵
町
麻
田
四
四
八
番
地

〃

四
　

丸
　

　

　

德

　

〃　

武
蔵
町
狭
間
四
四
番
地

〃

清
　

原
　

米
　

蔵

　

〃　

武
蔵
町
吉
広
一
九
三
三
番
地

〃

末
　

綱
　

藤
　

美

　

〃　

武
蔵
町
吉
広
三
一
九
番
地
一

〃

滝
　

口
　

俊
　

介

　

〃　

武
蔵
町
手
野
一
〇
四
三
番
地

〃

藤
　

嶋
　

英
　

好

　

〃　

武
蔵
町
手
野
一
九
四
二
番
地

〃

厚
　

田
　

庄

治

郞

　

〃　

武
蔵
町
成
吉
七
〇
二
番
地

〃

花
　

木
　

和
　

義

　

〃　

武
蔵
町
志
和
利
四
二
八
番
地

〃

相
　

部
　

謙
　

二

　

〃　

武
蔵
町
三
井
寺
五
三
一
番
地

〃

穴
　

見
　

清
　

敏

　

〃　

武
蔵
町
内
田
六
三
三
番
地
一

〃

一
　

丸
　

政
　

春

　

〃　

武
蔵
町
池
ノ
内
三
九
四
番
地
一

〃

末
　

清
　

弘
　

己

　

〃　

武
蔵
町
糸
原
一
〇
六
七
番
地

〃

河
　

野
　

久
　

孝

　

〃　

武
蔵
町
糸
原
一
七
〇
五
番
地

〃

西
　

村
　

俊
　

哉

　

〃　
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土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
日
田
市
土

地
改
良
区
（
日
田
市
）
か
ら
、
退
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
一
日

三


